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光の道の実現に向けた
新提案

平成２２年１０月２９日

ソフトバンク株式会社
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「税金ゼロ」で
実現できる成長戦略
があります。
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「光の道」
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新成長戦略 （2010.6.18）

• 未来の成長に向け、「コンクリートの道」
から「光の道」へと発想を転換

• 経済社会システムが抜本的に効率化

• 新たなイノベーションを生み出す基盤

「光の道」＝日本復活の鍵
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教育が画期的に変わる。

医療が画期的に変わる。
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○

×

税金ゼロで実現

公設民営は
実質的な増税
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光の道には2つの意見があります。

１． メタルと光を両方進めるノンビリ方向

２． 一気に光を実現するスピーディー方向

私たちは、２．を主張します。
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共同出資による共同出資による

アクセス回線会社設立アクセス回線会社設立
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接
続
事
業
者

現在 「光の道」

アクセス回線（赤字）

アクセス回線を構造分離

アクセス回線会社（黒字）

ＮＴＴ東西ＮＴＴ東西

接
続
事
業
者

接
続
事
業
者

接
続
事
業
者
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政府を含む
共同出資

アクセス回線会社 株主構成

ソフトバンク

ＮＴＴ

ＫＤＤＩ

政府

・
・
・
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1,000億円２０％ＳＢ

1,000億円２０％ＫＤＤＩ

1,000億円２０％ＮＴＴ

2,000億円４０％国

政府保有ＮＴＴ株

２兆円
（40％）

ＮＴＴ株主構成

国 ３６％

その他 ６４％

36%4%

アクセス回線会社の株主構成

アクセス回線会社株主構成（例）

（現物出資）
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次世代国家ブロードバンド網
「Next Gen NBN」

小売会社

競争
事業者

ネットワーク会社 OpenNet
（局舎・ケーブル等）

小売会社 小売会社

利用者

オペレーション会社 Nucleus Connect
（交換機・ルータ等）

土木インフラ会社
（とう道・管路・マンホール等）

構
造
分
離

アクセス会社の共同出資事例 （シンガポール）

SingTel

SPH
（Singapore Press Holdings）

SPT

３０％

２５％

１５％

ネットワーク会社の株主構成

Axia ３０％
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現状現状 アクセス回線会社アクセス回線会社

全ての国民を同等に地域格差デジタルデバイド拡大

2,300億円収支▲2,900億円

低下

高止まり

必要

公設民営

向上国際競争力

1,400円
（メタルと同額）

光回線料金

不要
ユニバーサル
サービス基金

税金ゼロ
光100％
整備方法

アクセス回線会社設立のポイント
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① 全国計画的工事

② メタル全撤去

③ アクセス会社分離

税金ゼロで全国一律提供
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大幅な
コスト削減

第１期工事第２期
工事

第３期工事

エリア単位で全世帯に敷設

非効率

個別のユーザ要望により敷設

個別工事 一括工事
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メタルの保全費は高い

総延長
47.8万km

10年未満
7％

10年以上
15年未満

14％

15年以上
20年未満

19％

20年以上
60％

加入者メタルケーブルの
経過年数別構成（NTT東日本）

架空メタルケーブルの
経過年数別故障件数

※ケーブル延長の構成比[H22年末想定]

※「平成20年度以降の接続料算定の在り方について」に対する意見 平成19年5月22日 東日本電信電話株式会社より
一部推計し当社作成。

故障件数（件／km）

25

20

15

10

5

0

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24

経過年数（年）

調査結果

近似値

18年経過より故障率上昇
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1 2

メタル
7,100

光
6,500

営業費
3,500

その他900

光
3,100

その他1,000

現行 「光の道」
（光１００％整備後）

アクセス会社費用（年額・試算）

7,100億円
削減
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アクセス回線部門のコスト構造

0

0

6,513

990

9,830

アクセス回線会社

売上高

メタルコスト

営業費

光コスト

その他

営業利益 2,326

11,783

アクセス回線部門

売上高

メタルコスト

営業費

光コスト

その他

7,100

3,538
3,132

894

営業損失 ▲2,881

（単位：億円）

現 状 光100％整備後
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-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

ＮＴＴ東西 営業利益

（アクセス部門分離後）

20092006 200820072003 20052004

(億円)

661

3,500

2010 (年度)2011

800

（アクセス部門分離前）
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-6,000

-5,000

-4,000

-3,000

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

アクセス回線会社 フリーキャッシュフロー（単年度）
（億円）

１０年目１１年目１２年目１３年目１４年目１５年目１６年目１７年目１８年目１９年目２０年目９年目８年目７年目６年目５年目４年目３年目２年目１年目

光建設時

民間資金調達は
十分可能
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従
業
員
数
（
人
））

20 30 40 50 60

年齢（歳）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

※ＮＴＴ ＩＲロードショー資料集（2009年10月）※ＮＴＴ ＩＲロードショー資料集（2009年10月）

経験豊富なＮＴＴ人材が活躍

「光１００％敷設」

「メタル回線撤去」
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アクセス部門の従業員の雇用

雇用の維持＋α

処遇は現状維持＋α
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料金イメージ

※ ＩＳＰ/コンテンツは、各社競争

1,150円光ＢＢ

1,700円電話基本料

300円電話

1,400円光回線

5,000円光ＢＢ

1,700円電話基本料

300円電話

1,400円メタル回線

（例）

現状 アクセス回線会社
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利用率１００％に向けて



25
３３％

利用率１００％へ

ＡＤＳＬからの移行・無料ＢＢサービス提供により達成

２０１５年現状

３３％
有料ＢＢ
契約者
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６６％

利用率１００％へ

ＡＤＳＬからの移行・無料ＢＢサービス提供により達成

２０１５年現状

３３％

ＡＤＳＬからの
移行分等

有料ＢＢ
契約者
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１００％

利用率１００％へ

ＡＤＳＬからの移行・無料ＢＢサービス提供により達成

２０１５年現状

３３％
有料ＢＢ
契約者

ＡＤＳＬからの
移行分等

無料ＢＢ
・電子教科書
・医療など
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メタル
回

線

光
ファイバ

切
替

電話のみの家庭は

契約変更 不要

端末代無償

通信代無償
電子教科書 電子カルテ

・従来と同じ料金
・電話機もそのまま

アダプタ

ＷｉＦｉ
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デジタル教育

IT関連講座の
充実

IT関連講座の
充実

高度なIT教育プログラムの提供
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・習熟度別の学習

・情報収集

・ペーパーレス化

教科書
クラウド

・最新の教科書
・音声／画像
・映像
・よくある質問
・Web情報 など電子教科書

電子教科書クラウド
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全ての医療従事者に
電子カルテ端末を無料配布

ITリテラシーは不要

医療
クラウド

※2万円／台 × 300万人
※対象者：医師29万人、看護師132万人、介護ヘルパー128万人、その他10万人（医学生、研究機関）

端末導入費（試算） 600億円＝月280円/医療従事者
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34兆円

2008年実績 2015年予測

47兆円

約３割
削減

共通電子カルテ
整備

33兆円

※出典：厚生労働省

2015年

14兆円
削減

※当社試算の目標値

医療費の削減へ
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Ｊａｐａｎ クラウド構想
複数の次世代サービスを一元化

NHK
アーカイブ

防災

行政

特許

医療

教育

基本的人権

国際競争力

光の道

etc...
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結論
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接
続
事
業
者

現在 「光の道」

アクセス回線（赤字）

アクセス回線を構造分離

アクセス回線会社（黒字）

ＮＴＴ東西ＮＴＴ東西

接
続
事
業
者

接
続
事
業
者

接
続
事
業
者
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1,000億円２０％ＳＢ

1,000億円２０％ＫＤＤＩ

1,000億円２０％ＮＴＴ

2,000億円４０％国

政府保有ＮＴＴ株

２兆円
（40％）

ＮＴＴ株主構成

国 ３６％

その他 ６４％

36%4%

アクセス回線会社の株主構成

アクセス回線会社株主構成（例）

（現物出資）
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料金イメージ

※ ＩＳＰ/コンテンツは、各社競争

1,150円光ＢＢ

1,700円電話基本料

300円電話

1,400円光回線

5,000円光ＢＢ

1,700円電話基本料

300円電話

1,400円メタル回線

（例）

現状 アクセス回線会社
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① 全国計画的工事

② メタル全撤去

③ アクセス会社分離

税金ゼロで全国一律提供
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ＮＴＴのメリットＮＴＴのメリット

• 通信部門業務は現状
のまま

• 赤字部門の切り離し
で増益
（有利子負債半減）

• 現在の雇用を保障
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ＮＴＴ株主のメリットＮＴＴ株主のメリット

• 株主価値向上

– 利益向上・負債半減
による株価上昇 等
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国民のメリット国民のメリット

• 安くて高速なＢＢ環境
が全ての国民に

– 光回線はメタルと同じ
1,400円

– 光ＢＢは1,150円（例）

• ユニバ負担金ゼロ
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国・自治体のメリット（１）国・自治体のメリット（１）

• 国際競争力の向上

• 税金ゼロで光100％
整備
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国・自治体のメリット（２）国・自治体のメリット（２）

2010 2020

〜〜

ベースライン
シナリオ

加速・促進
シナリオ

＋２７０兆円
（１０年間累計）

実質ＧＤＰ

※出所：平成22年度 情報通信白書、
IMF World Economic Outlook 2010より当社試算

540
兆円

情報化投資による経済成長
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全ての関係者にメリット

国
自治体

ＮＴＴ
株主

国民

ＮＴＴ



45

日本の現状（１） ～国際競争力～

1992年 １位

2010年 ２７位

※ＩＭＤ（経営開発国際研究所） 「 2010年世界競争力年鑑」

国際競争力ランキング
（2010年）

１ シンガポール

２ 香港

３ 米国

２７ 日本

・
・
・
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日本の現状（２） ～労働生産性～

１５年連続
G7の中で最下位

※日本生産性本部「労働生産性の国際比較2009年版」

労働生産性ランキング
（2009年）

１ ルクセンブルク

２ ノルウェー

３ 米国

２０ 日本

・
・
・
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２０世紀

電
気

水
道

道
路

車の道

水の道

情報

「光の道」

２１世紀

電気の道

全世帯 全世帯

電
話

通話の道
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「光の道」を

いますぐ税金ゼロで


